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成長することについて
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祝！イチロー１０年連続２００安打



もし，２００本打てなかったら・・・
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プロって厳しい・・・



あなたの子どもは、中学３年。
小学２年生からずっと野球を頑張
ってきました。
そして、中３最後の試合。
でも・・・ 結局、いつものベンチ↓
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母ちゃん、ごめん。。。



多くのことを学んだと思う

何で？

数字も，

結果も，残していないのに
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これこそ学習そのもの
人間が成長するってこと



テストについて
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一夜漬けした勉強は、すぐに
忘れてしまう

自分自身、仲間同士で悪戦苦
闘したことは忘れない
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なぜ大人には「期末テスト」が
ないのでしょうか？

「期末テスト（客観テスト）」で測
れる能力はなんでしょうか？
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新サッカー日本代表選手の
選考方法は？

テストで決めるとしたら？

テストででなんてありえない！
では、何で？？？



パフォーマンスを評価

（客観）テストで測れる能力は
限られる
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教育観におけるパラダイム変換
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森本康彦, “eポートフォリオの理論と実際”, 教育システム情報学会誌, Vol.25, No.2, pp.245-263, 2008.
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学習理論と評価理論のパラダイム変換
1960                1970             1980             1990           2000            



教育観のパラダイム変換

学校化された学習 ⇒ 真正な学習

暗記中心の学習 ⇒ 経験による学習

教師中心 ⇒ 学習者（学生）中心

知識は与えられるもの
⇒ 自ら構成するもの

ある時点でのテストによる客観的な評価
⇒ 継続的なパフォーマンスの評価
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そこで、ポートフォリオの登場
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学習理論と評価理論のパラダイム変換

森本康彦, “eポートフォリオの理論と実際”, 教育システム情報学会誌, Vol.25, No.2, pp.245-263, 2008.
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ポートフォリオとは？

『学習，スキル，業績を実証するため
の成果（work）を，ある目的のもと，組
織化／構造化しまとめた収集物』

Jones, M., and Shelton, M.: “Developing Your Portfolio: Enhancing Your 

Learning and Showing Your Stuff”, Routledge (2006)

ポートフォリオ開発のプロセスと，継
続的なリフレクションの重要性を強調
している。



18

ポートフォリオの実際
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陥りやすい問題点

 ただ、ためるだめ！

 ただ、コメントするだけ！
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疑問

何のために？

誰のために？
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学習理論と評価理論のパラダイム変換

森本康彦, “eポートフォリオの理論と実際”, 教育システム情報学会誌, Vol.25, No.2, pp.245-263, 2008.
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どこに学びがあるのか？

「真正な学習・真正な評価」では，

 評価が学習の一部として埋め込まれ

ており，

 学習と評価は一体化され切り離すこと

はできない。

「評価」自体が「学習」そのものである

メタ認知
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ポートフォリオを活用した学習と評価は、

 「プロダクト評価」ではない。

 「終わりよければすべてよし」ではない。

客観テストの代わりの単なるレポートのこと
ではない！！

ただ、ためるだけではだめ。

学習の結果としての成果だけでなく，学習
活動のステップから仮説を立てて、検証す
るプロセスをも対象とする。
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ポートフォリオ活動

活 動 名

ポートフォリオ開発

ゴール設定

ルーブリック作成・確認

ポートフォリオの精選（セレクション）

評価活動

自己評価（セルフ・アセスメント）

相互評価（ピア・アセスメント）

他者評価，教師評価



自己評価

教師評価，他者評価
ポートフォリオ群

相互評価

セレクション

ゴール設定 ルーブリック作成・確認
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自己評価（セルフアセスメント）のよさ

自己評価は、単に、自分に点数を付けるこ
とではない。

自ら「反省し、振り返ること」
⇒「メタ認知」を中心とした、自己追及
の姿そのものを育てること。

評価が学習と一体化！



自己評価の本質的な意味での可能性

① 自分自身を振り返って自分なりに吟味してみ
る機会を与える。

② 外的な評価の確認を伴った形でなされるなら
ば，独りよがりでない客観的な妥当性を持つ
自己認識を成立させる。

③ これまで意識していなかった新たな気づき，そ
こに潜む問題点を明確化することができる。

④ 自己感情を喚起し，深化する。

⑤ 自分の次のステップについて新たな決意，新
たな意欲を持つ。
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（梶田叡一, “教育評価[第2版]”,有斐閣双書, 1993）
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相互評価（ピアアセスメント）のよさ

相互評価は、さらなる自己評価へ繋がる

 学習者をより自律的にさせ，学習動機を高める。

 他の学習者の意見は，テストによる単なる点数以上に学
習者の内省を促進する。

 他の学習者を評価することにより，相手の成果から学ん
だり，自己の内省を促すことができる。

 学習者同士からのフィードバックは理解しやすく，教師が
考え付かないような有用でバラエティに富むフィードバック
が期待できる。

 教師が一人で採点を行うよりも，多人数で評価を行った方
が信頼性が高くなる。
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教師評価のよさ

学習者中心の学習においては，教師は、評
価活動を刺激し、組織し、支援する、「支援
者」，「よき相談役」としてのファシリテータの
役目を担う。

専門家としての知識の提供

授業者（教師）として、『学習＋評価』を
支援する

コミュニティ（学びの共同体）を促進する
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紙ベースのポートフォリオのデメリット

一度作成したものは編集，統合がしにくい。

 音声や動画に対応できない。

 かさばる。保管場所が馬鹿にならない。

 欲しいポートフォリオを探すのが一苦労。

 年とともに風化する。

 相互評価がやりにくい。他者の目に触れにくい。

 いちいちその場所に赴く必要がある。

 限られた人数になりがち

電子化して扱う“eポートフォリオ”の登場
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eポートフォリオのメリット

内容の再配列や編集，統合が容易。

 テキスト・データだけでなく，画像，音声，動
画などのデータが扱え，HTML形式やPDF形

式など，必要に応じたファイル形式への変換
が容易。

多量なデータを保存可能で，保存されたデー
タは劣化せず，複製も容易に行える。

 ネットワークを通してアクセスが可能。

学校内（機関内）だけでなく遠隔地の人々と
の相互作用が期待できる。



eポートフォリオの
４つの要件
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eポートフォリオの実際

学習成果物

テスト結果のデータ

自己評価（セルフ・アセスメント）や相互評価
（ピア・アセスメント）の記録

単なる学習ログ，

履修履歴や成績

資格・学歴等の履歴書

ブログ・会議室などコミュニケーションそのもの

 コンピュータ・システム，ツール など

実践の中に存在するeポートフォリオは，様々な姿形をし
ているが，それらは全てeポートフォリオと呼べるのか？
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eポートフォリオの要件

① “学習の証拠（エビデンス）”としての役割を
担っており，

② 学習者の客観的能力を測定するのではなく，
学習者のパフォーマンスを評価する．

③ アセスメント（自己評価・相互評価等）を通して，
⇒リフレクションの誘発
⇒自律的な学習の生起
⇒能力開発・成長

④ 相互作用を促進する橋渡し役となる．
⇒コミニュティ（学びの共同体）の構築，促進
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そこで、

eポートフォリオシステム
の登場
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代表的なeポートフォリオ
の活用事例
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から、eポートフォリオの有効活用
のための工夫について考えよう！



事例①
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授業の課題でレポートをシステ
ムから提出させる。



事例①

×
Å最終課題などの提出し
っぱなしのレポートなら
eポートフォリオとは言
えない。
⇒教員の宝物になる

Å自己評価、相互評価な
ど振り返りや学び合い
によるリフレクションの
誘発が期待できないも
のは、eポートフォリオと
は言えない。

○
Åレポートを書き、修正し
ていくプロセス自体が
学習そのものであると
いう考え。

Åつまり、レポートを計画
し作成・修正していく段
階を通して、相互評価、
自己評価などの評価活
動を介してリフレクショ
ンが誘発される。
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実践した授業における学生の
ポートフォリオ活動サイクル
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成果物の
（再）登録

自己評価 相互評価 教師評価

成果物の
修正

ゴール・
ルーブリ

ック確認



事例②
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授業後に各自の感想を会議室
に書き込ませる。



事例②

×
Å授業後の単なる感想な
らeポートフォリオとは
言いたくない。

Å感想が、自己評価とし
ての役割を担うか、教
員、ピアからの何らか
のフィードバックによっ
てリフレクションが誘発
されなければeポートフ
ォリオとは言えない。

○
Åこの感想を書くこと自体
が学習そのものである
という考え方。

Å感想を書くことにで、自
身の振り返りの機会が
増し、リフレクションが
誘発される。

Å次の更なる学習の生起
につながる。
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事例③
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自分の一番いいと思う学習成果
物をＷｅｂページ等にまとめて公
開する。



事例③

○
Å数ある自分の成果物か
ら一番いいと思うものを
選ぶ（精選：selection)こ
と自体が振り返りとなり、
リフレクションの誘発が
期待される。

Å公開することで、相互評
価、自己評価の機会が
提供されている。

Å進学、就活などのアピー
ルのためのエビデンス。

×
Å教員側が（勝手に）選
んでしまうものは意味
ない。

Å自分で精選しようにも
学習成果物の数が尐
ないなら意味がない。

Å単なる最終課題として
のＷｅｂページでは意味
がない。
⇒作りっぱなし
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事例④
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SNSのブログなどを用いて仲間
と交流する。



事例④

×
Å“楽しい”、“仲良し”、
だけのおしゃべりサイト
ではeポートフォリオと
は言えない。

Åただの日記をかくだけ
のサイトではeポートフ
ォリオとは言えない。

Åただの出会い系サイト
ではeポートフォリオと
は言えない。

○
ÅこのＳＮＳが学習を促進
する起点となっているこ
とが必要である。
⇒教育ネットワーク

ÅこのＳＮＳ自体が、学習
の履歴やエビデンスを
蓄積し活用できるもので
なくてはならない。

Åアクセスすると多くのリ
フレクションが誘発され
るというＳＮＳに！
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事例⑤
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インターシップやクラブ活動など
の正課外の活動記録を残す。



事例⑤

×
Åただ何を活動したのか
の記録を残しているだ
けでは、eポートフォリ
オとは言えない。

Å活動を通して、長期的
にその学生が成長（学
習）したプロセスが見え
なければeポートフォリ
オとは言えない。

○
Å残した活動記録を活用
して自身や他者の成長
（学習）が促進される。

Å正課カリキュラム内の
授業等だけでなく、正
課外カリキュラムでの
活動は、学生の成長に
大きく関係すると言わ
れ注目されている。正
課外でのeポートフォリ
オ活用はとても重要。
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事例⑥
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学生の履修記録や成績をカルテ
形式に集約し、教員がWeb経由
で閲覧できるようにする。



事例⑥

×
Å学生がそのカルテを閲
覧できないなら、学生の
リフレクションの誘発は
何ら期待できないので、
eポートフォリオとは言え
ない。
⇒単なる指導上の資料

Å単なる成績の点数、数
回のアンケートだけでは
、学生のパフォーマンス
や成長は評価できない。

○
Å学生指導をより深いも
のにするためには、こ
のカルテと、学習や成
長のエビデンスとなるe

ポートフォリオとの併
用が効果的。

Å学生が大学生活を通
して何を学び、身に着
け、成長したかのエビ
デンスを詳細に蓄積、
活用することが必要。
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まとめ
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eポートフォリオを活かすも殺すも
どう活用するのかによって決まる。

「eポートフォリオがどうにかしてくれる！」
は、あり得ない。

ただのデジタルデータですから。。。（笑）



eポートフォリオとの付き合い方
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 主役は学生！
（eポートフォリオではない）

 eポートフォリオは，
学びを促進するツールとして使え！

 eポートフォリオを，
学びのネットワークの起点にしろ！


